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アジアとヨーロッパの地理的境界

https://europa-japan.com/category8/entry46.html#i1

アジアとヨーロッパの語源

アジアとヨーロッパは、それぞれアッシ
リア 語のアシュー（asu）、エレブ（ereb）に
由来するといわれている。
アシューは「はじめ」ない し「日の昇ると
ころ」を、エレブは「闇夜」な いし「日の没
するところ」を意味していたとされる。 そ
こからさらに、フェニキア語のアシュー 
（Ashu）、エレブ（Ereb）を経て、ギリシア
語 のアシア（Asia）とエウロパ（Europa）
が派生したというのが、有力な説である。

吉野 浩司(２０１１）





確たる定義の無い「アジア」



米国の第47代大統領にD.トランプ氏が当選



米大統領選、共和党トランプ氏の勝利確実、関税など通商政策の
先行き注視する声も （ジェトロ 11月７日 ビジネス短信）

• 事実上の選挙公約となる共和党の政策綱領には、全世界からの輸入に一律10～
20％の関税を課すベースライン関税の導入などがうたわれている。

• 投票日前から、トランプ氏本人に加え、トランプ政権下で通商代表部（USTR）の代
表を務め、次期トランプ政権でも主要閣僚を務めると目されるロバート・ライトハイ
ザー氏が、新たな関税導入に議会承認は必要ないとの見解を示しており、米通商
専門誌「インサイドUSトレード」（11月6日）や政治専門紙「ポリティコ」（11月6日）な
どは、中国に対するさらなる関税率の引き上げを含め、何らかの新しい関税が導
入される見込みが高いと指摘している。

• ジェトロによる在米日系製造企業へのヒアリングによると、一律に10％超の関税を
課すベースライン関税や、対中規制が拡大して中国製部品を利用したメキシコから
の輸入に高い関税が課されると、ビジネスへの影響が大きくなると述べる企業が多
い。そのほか、バイデン現政権が一時停止していた非FTA締結国へのLNG輸出認
可（2024年9月5日記事参照）が全面的に再開される可能性なども指摘されている
（ブルームバーグ11月6日）。

https://www.jetro.go.jp/biznews/2024/09/a9bcc46ead6f770a.html


東南アジアの国々とは：①中国の南、②インドの東、③赤道を挟んで、
④北回帰線（北緯23度26分22秒）と南緯10度の間に位置する（ミャン
マーの一部を除く）、⑤大部分が熱帯地域で、熱帯多雨林地帯である
が、⑥島嶼部にモンスーンの影響によるサバンナ地帯がある。



もし、地球を宇宙から眺めてみたら、東南アジアだけははっきりとした一つの特徴を持っていて、すぐそ
れと判る。大小にひきちぎった緑の布きれのようなものが青い海に無数に浮かんでのが見えるが、そこが
東南アジアである。
他の所には、これほど多くの小島の散らばった所はない。島かげのない大海原がただどこまでも広がっ
ているか、それとも大きな陸塊がドカンと居座っているかである。大陸は茶色っぽい灰色の塊である。そ
れに比べると、東南アジアの島々の緑は何ともみずみずしい。

（東南アジア学講座２ 東南アジアの自然）





ボルネオの熱帯多雨林



熱帯多雨林の樹木ー板根に支えられた超高木



熱帯多雨林に生きる動物



スマトラの熱帯多雨林

２０１１年、ユネスコ 「危機にさらされている世界遺産」に登録。



ゴムのプランテーションン



パームヤシ園とヤシの実
「パームヤシ園」の画像検索結果

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://blogs.c.yimg.jp/res/blog-53-b1/wasuregusanohitorigoto/folder/477200/44/8185444/img_10?1356510833&imgrefurl=http://blogs.yahoo.co.jp/wasuregusanohitorigoto/8185444.html&h=679&w=1024&tbnid=vi_OlIG5o4pTiM:&zoom=1&docid=iCaeRwSWSQ9a-M&ei=A6NlVZ35G4v38QW49oCQAg&tbm=isch&ved=0CCQQMygJMAk


中国、インドと
東南アジア11カ
国の位置関係

　　国　　　名 　　面　　　積
　インドネシア 1904569
　ミャンマー 678500
　タイ 513120
　ベトナム 331690
　マレーシア 330803
　フィリピン 299764
　ラオス 236800
　カンボジア 181035
　東ティモール 14610
　ブルネイ 5767
　シンガポール 712



主な民族構成



豊かな天然資源

• 東南アジアを経由し、東西を結ぶ海の交易は非常に古い時代から存在
し、歴史研究者のあいだでは「海のシルクロ ード」とも呼ばれている。

• マレー半島やマラッカ海峡を通過するこのルートは、東は中国を中心と
する東アジアへ、西はインド、中東を経てヨーロッパにまでつながってい
た。

• 東西を結ぶ中継貿易だけでなく、東南アジア自体で得られた特産物を
輸出し、主に中国やインドからは陶磁器、繊維、各種雑貨などの製品を
輸入する貿易も活発に行われた。

• 東南アジアから輸出される伝統的な特産品は、沈香、丁子、肉桂、肉
荳蒄、竜脳、安息香、胡椒などの香料、金や錫などの鉱物、真珠、鼈甲、
ナマコなどの海産物、白檀、麝香、燕の巣、チーク材などの林産物で
あった。



• 中国やインドからの輸入品の多くが手工業製品であったのに対して、
東南アジアから輸出されるものの多くは、 天然の特産物であった。

• 東南アジアの「海のシルクロード」の交易には、中国、インド、ペルシャ、
アラブなど外来のアジア系商人も加わったが東南アジアの地場の商人
が果たした役割が大きかった。

• 大陸部・東南アジアのフナン（扶南、１～７世紀）、チャンパ （４～19世
紀）、アンコール（９～15世紀）、アユタヤ（14～18世紀）、島嶼部・東南
アジアのシュリーヴィジャヤ（7～11世 紀）、マジャパヒト（13～16世
紀）、ムラカ（14～16世紀）など、
近代以前に栄えた王国は、多かれ少なかれこの海洋交易から得られ
る富を基盤に成り立っていた。

• そして、16世紀以降、最初はポルトガルとスペイン、のちにはオランダ、イギ
リスなどヨーロッパの勢力が東南アジアの海洋交易に参入する。



東西の主要な交易ルート

西暦1世紀頃の主要ルート

香辛料

「草原の道」

「オアシスの道」

「海の道」



東南アジアの近現代史

東南アジアはインド文明圏と中国文明圏に挟まれた地域で、その両者から様々な影響を

受けつつ文化を発展させてきた。

16世紀以降、欧州諸国の進出が始まり、タイ以外の地域は植民地化され、第二次世界

大戦中は日本軍の占領下に置かれた。戦後、宗主国は植民地支配を復活させようとした

が、東南アジア地域は次々と独立を獲得した。

東南アジアは東西冷戦の主要な舞台の一つとなり、独立した諸国は東西いずれかの陣

営に加わることを余儀なくされたが、なかにはそのどちらにも与しない非同盟路線を模索す

るものもあった。

1975年にベトナム戦争が終結し、インドシナ三国（カンボジア、ベトナム、ラオス）が社会

主義化すると、他の東南アジア諸国は警戒心を強め、すでに結成されていたASEAN(アセア

ン)（東南アジア諸国連合）が強化された。

しかし、91年に旧ソ連が消滅し、冷戦が終結すると、インドシナ三国は中国に倣って「改革

開放」政策をとるようになり、東南アジアは欧米、日本の積極的な投資を受け入れ、高度経
済成長の時代を迎えたが、90年代後半、その反動で経済危機に陥った。



１９世紀末のアジア



アジアアフリカ（バンドン)会議

日本の敗北によって太平洋戦争が終結すると、タイは対イギリス・アメリカ宣
戦布告を取り消し、新しい世界情勢への適応を試みた。
植民地宗主国は植民地支配を復活させようと試みたが、すでに時代は変化
していた。フィリピン（1946）、ビルマ（1948）、インドネシア（1949）が独立を達成
し、マラヤでも1948年にマラヤ連邦が成立した。
しかしこれらの諸国では、共産主義者の指導による反政府闘争が根強く行わ
れた。それはある場合には農民運動の形をとり（フィリピン、インドネシア）、あ
るいは人種対立の形をとった（マラヤ、ビルマ）。
一方インドシナ半島では、フランスとホー・チ・ミン率いるベトナム民主共和国
との間にインドシナ戦争が起こった。1954年のディエン・ビエン・フー陥落でフラ
ンスは敗れ、ジュネーブ協定以降、南北ベトナムの分割が固定した。
この翌年、55年に開かれたアジア・アフリカ会議（バンドン会議）は、東南アジ
ア諸国にとっては、長年の植民地支配を脱し、独立を達成したことを記念する
集会であった。





アジアアフリカ会議と日本

日本は高碕達之助経済審議庁長官を代表として十数名が参加したが、他国はい
ずれも元首、首相級が出席し、政府レベルの国際会議となった。 出席者のなか
には周恩来、インドのネール、エジプトのナセル等の顔もあった。加瀬俊一外務相
参与（後に国連大使となる）は、外務大臣代理で出席したのだが、その時の模様を 
「この会議の主催者から、出席の案内が来た。日本政府は参加を躊躇していた。
アメリカへの気兼ねもあったが、何分現地には反日感情が強いに違いない、と思っ
ていた。私は強く出席を勧めて遂に参加が実現した。出てみるとアフリカからもアジ
アの各国も『よく来てくれた』『日本のおかげだ』と大歓迎を受けた。日本があれだ
けの犠牲を払って戦わなかったら、我々はいまもイギリスやフランス、オランダの植
民地のままだった。それにあの時出した『大東亜共同宣言』がよかった。大東亜戦
争の目的を鮮明に打ち出してくれた。『アジア民族のための日本の勇戦とその意
義を打ち出した大東亜共同宣言は歴史に輝く』と大変なもて方であった。やっぱり
出席してよかった。日本が国連に加盟できたのもアジア、アフリカ諸国の熱烈な応
援があったからだ」と語っている。 （Ｗｉｋｉｐｅｄｉａより）

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E7%A2%95%E9%81%94%E4%B9%8B%E5%8A%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E7%80%AC%E4%BF%8A%E4%B8%80_(1925%E5%B9%B4%E5%85%A5%E7%9C%81)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%9D%B1%E4%BA%9C%E5%85%B1%E5%90%8C%E5%AE%A3%E8%A8%80


ＡＳＥＡＮ１０カ国



ASEAN概況



人口







実質ＧＤＰ成長率（2022年）



日本のＯＤＡ実績（2021年）



日本の対ASEAN直接投資残高(2022年）



プラザ合意(1985年9月）による円高の定着

https://ameblo.jp/worldhistory-univ/entry-12765965963.html



日本企業の海外進出 1985年のプラザ合意以降、急増



20230045.pdf

2023年度｜ジェトロ海外ビジネス調査 日本企業の海外事業展開に関する アンケート調査

https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Reports/01/d06df8fc5ec86c87/20230045.pdf


人口の増減と経済成長



急速に拡大する中間層の人口規模

出所：これからの消費市場を読む ～拡大する世界の中間層を狙え～（JETRO） 



東アジアにおける経済連携の動き



チャイナ・プラス・ワン

２１世紀に入り、日本の製造

業が中国に拠点を集中させる

ことによるリスクを回避するた

めに、中国以外にも拠点を設

け、リスク分散するという考え

が強まる。主な地域として東南

アジアが考えられ、ベトナムが

最も早くその対象となり、０７年

頃、海外からの投資が急増。

タイ、カンボジア、ラオスなど

メコン河流域、インドネシア、

最近ではミャンマー、バングラ

デシュなどにも日本からの投

資は急増している。



東アジアに形成されたサプライチェーン



陸のアジア…メコン地域



ASEAN の対日世論は良好

Ⅴ. 今後の重要なパートナー



製造業・作業員の基本月給（平均値）の比較

https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2024/37977922f57e157a.html



投資環境上のメリット上位5項目
（複数回答、％）

順位 上位5カ国

1 　インド インドネシア パキスタン バングラデシュ 　ベトナム

94.3 82.5 75.0 70.4 70.2

2 シンガポール 　べトナム マレーシア 　ラオス カンボジア

90.0 58.7 53.4 50.0 49.1

3 　タイ マレーシア シンガポール 　ベトナム スリランカ

63.4 58.9 54.5 38.9 30.0

4 　タイ インドネシア 　インド 　　　ー 　　ー

56.1 31.4 23.0 　　　ー　　 　　ー

5 フィリピン バングラデシュカンボジア インドネシア 　ベトナム

38.9 35.8 33.9 32.5 31.2

6 　ラオス ミャンマー フィリピン パキスタン バングラデシュ

85.7 83.8 71.0 70.5 64.2

7 マレーシア フィリピン シンガポール スリランカ 　インド

81.2 77.8 60.9 53.3 36.0

（出所）日本貿易振興機構（ジェトロ）「2023年度　海外進出日系企業実態調査　アジア・オセアニア編」から作成

言語・コミュニケーション上の障

害の少なさ

　人件費の安さ

　ワーカー等の雇いやすさ

　　　　　回答項目

　市場規模・成長性

　安定した政治・社会情勢

　駐在員の生活環境が優れている

　取引先（納入先）企業の集積



投資環境上のリスク上位5項目
（複数回答、％）

順位 上位5カ国

1 　シンガポール 　タイ インドネシア 　マレーシア 　ベトナム

88.9 72.8 70.4 66.0 62.0

2 　ミャンマー 　スリランカ 　パキスタン バングラデシュインドネシア

88.0 77.4 73.3 69.9 66.4

3 バングラデシュ 　インド インドネシア 　フィリピン 　カンボジア

74.7 69.1 66.2

4 バングラデシュ 　ミャンマー 　カンボジア インドネシア 　ベトナム

77.1 61.2 59.1

5 バングラデシュ 　ベトナム 　インド フィリピン カンボジア

74.7 62.4 57.2 53.4 52.9

6 　ミャンマー 　パキスタン 　ラオス 　スリランカ 　　　ー

88.0 86.7 79.3 58.1 　　　ー

7 　ミャンマー 　パキスタン 　スリランカ 　　ー 　　　ー

77.8 55.6 45.2 　　ー 　　　ー

（出所）日本貿易振興機構（ジェトロ）「2023年度　海外進出日系企業実態調査　アジア・オセアニア編」から作成

行政手続きの煩雑さ（許認可等）

　不安定な為替

　電力インフラの未整備

　　　　　回答項目

　人件費の高騰

　現地政府の不透明な政策運営

　税制・税務手続きの煩雑さ

法制度の未整備・不透明な運用



中国におけるビジネス環境の課題 インドにおけるビジネス環境の課題

出所：2019年度「日本企業の海外事業展開に関するアンケート調査」（ジェトロ）



タイにおけるビジネス環境の課題 インドネシアにおけるビジネス環境の課題



ベトナムにおけるビジネス環境の課題



ご清聴ありがとうございました。

                                              中村芳生

nakayoshi.2681@gmail.com

mailto:nakayoshi.2681@gmail.com
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